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2010 年 9 月 6 日に設置した FD 推進委員会の活動開始にあたって神本委員長が 2010 年
10 月 29 日の第 1 回委員会において以下の FD 推進委員会の任務と推進活動について説明
した． 
























第１回 平成 22 年 1 月 27 日（水） 午後 1 時半から 4 時まで 
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第２回 平成 22 年 2 月 24 日（水） 午後 1 時半から 4 時まで 
第３回 平成 22 年 3 月 24 日（水） 午後 1 時半から 4 時まで 
 
第１回 プログラム 
1:30 – 1:35 学長挨拶             大会議室 
1:35 – 1:50 主旨の説明 学部長  大会議室 
2:00 – 3:00 3 グループに分かれて討論 学部長と両学科長が 3 分科会の座長を務める． 











3．FD研修会の総括 ― 改善すべき課題 
全てのグループ討論の結果をまとめて重点的な教育課題を抽出するため，2010 年 7 月 28































・ 学生の居場所，自習空間が少ない．学生会館の 2 階を改造できないか． 
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5．指摘された課題の解決のための活動 
学内の FD 研修会と企業から指摘された問題を改善するため 2010 年 9 月 6 日に FD 推進
委員会を設置した．大学の教育力の更なる向上を通して卒業生の質を保証することが目的
である．FD 推進委員会には学生アンケート専門委員会と授業改善専門委員会を設け，年 4
－5 回の委員会活動を通じて 2012 年 3 月時点で以下の事業を進めている． 
 








回収率は 2008 年度 4-Q
が 35%程度であったのに
























































図 1 教員の授業改善計画の回収率の年次改善状況 
  
























FD 推進委員会では創設 10 周年を機に教育内容と教育制度の見直しに関して討議を行っ




















FD 講演会を 2008 年度から 2011 年度にかけて 3 回実施した．2012 年度には 4 回目を予
定している． 
 
第 1 回講演会 
演題「FD 活動のポイントと実例」   
講師：川野辺裕幸教授 東海大学教育支援センター所長 
2008 年 12 月 10 日 大会議室 








第 2 回講演会 
演題「学生にとって良い授業とは，悪い授業とは」   
講師：遠山 紘司教授 神奈川工科大学教育開発センター教授 
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授業の例を放映した．興味のある具体的な講義例は，学生がなぜ理解できないのかを追及
するのではなく，どのような誤解をするのかに注目して正しい解き方を指導する数学の授
業風景であった．図 2 は遠山紘司先生の講義風景である． 
 
第 3 回講演会 
演題「私立大学における教育改革について」   
講師：小口 幸成 先生 元神奈川工科大学学長・教育開発センター長 
2012 年 2 月 8 日 大会議室 
小口先生は 1976 年に幾徳工業大学（現神奈川工科大学）に赴任されてから教育問題に興
味を持ち，改革に取り組まれた．2005 年から 2009 年まで同大学の学長を勤められ，この
間，教育開発センター所長として多くの改革に取り組まれた．講演では教育改革の目標，
進め方，成果など多岐にわたり講演されたが，以下の 4 点が特に本学での教育改革を進め
る上で参考になった．第 1 点は，1994 年に「魅力向上プロジェクトチーム」を編成して実
施した教育改革，第 2 点は 2000 年に教育開発センターを開設し，所員会議で教育に関する
検討項目を抽出するとともにとその実施を図ったこと．さらに教員の業績評価など 6 個の
WG を設置して課題を解決したこと．第 3 点は基礎教育支援センターと専門教育支援セン
ターを設置して常時，学生の相談に応じるサービス体制をつくり退学率を減らしたこと．
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最後に本学が継続的に教育改革を実施して常により良いものつくり教育の実現を目指さ
れんことを希望して報告を終える． 
 
表１ FD推進活動のまとめ 
 
 
